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論文の内容の要旨
　インターネットの普及に伴い，Wor1dWideWeb（以下，Web）上に存在する大量の情報から利用者が必要なも
のを探索する技術の高度化が求められている。本論文では，このような背景のもと，Web探索のプロセスと探索
結果の質を改善するための新たな問合せ修正法を提案している。
　提案手法は，既存のタキソノミーに基づく探索ファシリテイと分類学習アルゴリズムを利用する。本研究にお
けるタキソノミーとは，階層的な情報の分類体系のことで，タキソノミーに基づく探索ファシリティとしては，
Yahoo！や○DP等がある。提案方式では，利用者の通常のキーワード群に加えて，探索の意図を指定するためにタ
キソノミー中のコンテキストカテゴリーを指定する。すると，システムはこれらの情報を用いてタキソノミーに
基づく探索ファシリテイ申の情報のプロービングを行う。次に，プローブされた情報から，指定されたキーワー
ド群を含む文書の中で，コンテキストカテゴリーに合致するものとそれ以外を分類するための規則を導出し，そ
の規則を用いて利用者から与えられたキーワード群を拡張することで，利用者の探索意図をより反映した修正問
合せを得る。最後に，修正問合せを通常の探索エンジンに発行し，探索結果を得る。
　本論文では，上記の間合せ修正法を実現するための具体的な手法として，基本修正法，CDT（ConstrainedDecision
Tree）修正法，CCR（C㎝s杜aiΩedC1assificationRu1e）修正法の3つを提案している。基本修正法は，3手法のうち
最も基本的なものであり，分類学習に既存のアルゴリズムを用いる。しかし，対象探索エンジンが受理可能な間
合せ形式や問合せ長に関する制限を考慮していない点と，利用者の要求に応じた有効性尺度に基づく探索結果を
生成できない点に問題がある。CDT修正法とCCR修正法はこれらを解決するもので，これらを用いることで既存
の多くの探索エンジンを対象とした探索が可能となる。本論文では，様々の代替手法との比較実験や実際の探索
エンジンを対象とした実験により，提案手法の有効性を示している。また，タキソノミーとして，カテゴリ分類
されたニュースグループを用いる実験も行い，提案手法のより広範な適用可能’性についても検討している。
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審査の結果の要旨
　既存のタキソノミーを利用し，分類学習を通じて，各問合せに対して動的に問合せ修正を行う方式は本研究に
独自のものである。また，対象探索エンジンが受理可能な問合せ形式や問合せ長，利用者要求に応じた有効性尺
度に基づく探索結果の生成は，現実の利用場面においては考慮することが必要な重要な問題点である。また，各
種実験やプロタイプシステム構築を通して，実効性に関する各種の知見を得ている点も評価できる。提案方式の
基本性質に関する検討等に関しては，さらに深い考察を行う余地が残されているものの，本研究は情報工学上貢
献するところが大きいと判断される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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